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石
油
不
足
と
そ
の
高
騰
を
解
消

す
る
た
め
、
早
急
に
短
長
期
的
な

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
が
必

要
で
あ
る
。

①
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

原
子
力
発
電（
以
下「
原
発
」）の

原
料
ウ
ラ
ン
は
、
核
分
裂
に
よ
っ
て

同
じ
重
さ
の
石
油
の
約
二
百
万
倍

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
出
す
の
で
、
日

本
を
始
め
先
進
国
で
は
、
五
十
年

位
前
か
ら
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
利
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、

安
全
性
の
問
題
が
あ
り
、
旧
ソ
連

の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
事
故
当
時
、

日
本
政
府
は
同
規
模
の
事
故
が
も

し
日
本
で
発
生
す
れ
ば
、
損
害
額

は
国
家
予
算
の
二
倍
、
そ
の
被
害

者
は
四
百
万
人
以
上
と
試
算
し
て

い
た
。
現
在
の
日
本
に
は
、
試
算

当
時
の
十
倍
以
上
の
規
模
を
も
つ

原
発
が
五
十
五
基
位
あ
り
、
十
基

位
が
建
設
予
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、

原
発
廃
棄
物
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、

た
っ
た
一
グ
ラ
ム
で
百
万
人
の
致

死
量
を
も
つ
。
そ
の
寿
命
も
長
く
、

半
減
期
が
三
万
四
千
年
と
超
歴
史

石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

的
年
代
な
の
で
、
完
全
に
地
球
生

物
か
ら
隔
離
保
存
で
き
る
と
い
う

実
証
実
験
が
不
可
能
。
そ
し
て
、

原
発
の
原
料
ウ
ラ
ン
の
価
格
が
、

石
油
高
騰
で
三
年
前
の
約
二
十
倍

に
な
っ
た
が
、
ウ
ラ
ン
の
需
要
は

伸
び
る
一
方
だ
。
今
の
ま
ま
で
世

界
の
原
発
が
ウ
ラ
ン
を
利
用
す
れ

ば
、
あ
と
六
十
年
で
底
を
つ
く
と

も
。
ま
た
、
総
電
力
の
八
十
％
が

原
発
の
フ
ラ
ン
ス
、
原
発
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
の
ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ

ア
・
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
を
考
え

る
と
、
近
い
将
来
ウ
ラ
ン
争
奪
戦

争
が
お
き
て
も
不
思
議
で
な
い
。

た
と
え
ウ
ラ
ン
が
確
保
さ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
の
輸
入･

濃
縮･

原

発
建
設
に
は
大
量
の
石
油
が
必
要

と
な
る
。
活
断
層
の
巣
で
あ
る
日

本
で
は
耐
震
設
計
で
の
建
設
と
な

り
、
膨
大
な
資
材
と
石
油
を
必
要

と
す
る
。
従
っ
て
、
長
期
的
に
み

る
と
、
原
発
は
石
油
代
替
と
し
て

も
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
も
大
き

な
期
待
は
も
て
な
い
。

　

日
本
で
は
、
貴
重
な
ウ
ラ
ン
の

利
用
効
率
を
上
げ
る
た
め
、
核
燃

料
サ
イ
ク
ル
で
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の

再
有
効
利
用
の
研
究
を
進
め
て
い

る
。
敦
賀
の
高
速
増
殖
炉（
実
証

炉
）「
も
ん
じ
ゅ
」（
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏

れ
の
事
故
で
有
名
）が
成
功
す
れ

ば
、
ウ
ラ
ン
の
利
用
効
率
が
六
十

倍
に
も
な
る
の
で
、
国
内
外
か
ら

そ
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

②
バ
イ
オ
マ
ス
か
ら
エ
タ
ノ
ー
ル

　

石
炭
や
石
油
の
化
石
燃
料
は
大

昔
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
物

質
で
あ
る
が
、
バ
イ
オ
マ
ス（
現

在
の
生
物
群
）は
現
代
の
太
陽
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
貯
蔵
物
質
で
あ
る
。

こ
れ
の
炭
水
化
物
か
ら
石
油
代
替

と
な
る
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
る
計
画

だ
が
、
炭
水
化
物
と
し
て「
で
ん

ぷ
ん
」を
利
用
す
れ
ば
、
米
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
う
の
で
、
人
と

車
の
食
物
争
を
招
く
こ
と
は
先
月

号
で
述
べ
た
。
私
達
は
ア
ミ
ラ
ー

ゼ
な
ど
の
消
化
酵
素
で
、
で
ん
ぷ

ん
を
ブ
ド
ウ
糖
に
分
解
し
て
生
き

て
い
る
。
草
食
性
の
牛
馬
や
シ

ロ
ア
リ
は
せ
ん
い

4

4

4

素（
で
ん
ぷ
ん

に
よ
く
似
た
炭
水
化
物
）を
セ
ル

ラ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
な
ど
で
分
解

し
た
ブ
ド
ウ
糖
で
生
き
て
い
る
。

こ
の
草
食
性
動
物
を
ま
ね
て
、
余

剰
植
物
体
の
せ
ん
い

4

4

4

素
か
ら
ブ
ド

ウ
糖
を
作
り
石
油
代
替
の
エ
タ

ノ
ー
ル
を
作
ろ
う
と
す
る
の
が
バ

イ
オ
マ
ス
計
画
。
現
在
は
集
積･

～
和
の
風
～
町
長
随
想	

増
澤 

善
和

運
搬
の
費
用
面
か
ら
収
穫
後
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
や
サ
ト
ウ
キ
ビ

の
し
ぼ
り

4

4

4

か
す
を
せ
ん
い

4

4

4

素
の
原

料
と
し
て
い
る
が
、
将
来
は
イ
ネ

･

ム
ギ
の
わ
ら
、
モ
ミ
ガ
ラ
、
オ

ガ
ク
ズ
・
間
伐
材
、
古
建
材
の
リ

サ
イ
ク
ル
利
用
も
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ナ
タ
ネ
な
ど
の
植
物
油

か
ら
も
軽
油
が
で
き
る
の
で
、
池

田
町
で
は
テ
ン
プ
ラ
廃
油
を
集
め

て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
油
を
作
り
、

公
用
車
な
ど
に
利
用
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
も
有
限
な
の
で
、
長
期
的

な
石
油
の
代
替
と
は
な
ら
な
い
。

③
風
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

十
九
世
紀
末
か
ら
風
車
で
発
電

が
行
わ
れ
、
現
在
は
ド
イ
ツ
が
世

界
一
の
風
力
発
電
国
と
な
っ
て
い

る
。
日
本
で
も
風
力
発
電
機
の
ま

わ
る
風
景
を
見
る
よ
う
に
な
り
、

当
町
で
も
今
庄
ス
キ
ー
場
上（
鉢

伏
山
付
近
）で
建
設
計
画
が
あ
る

と
聞
く
。
こ
の
発
電
機
は
風
が
弱

い
時
は
当
然
で
あ
る
が
、
台
風
や

冬
の
強
風
時
に
も
発
電
で
き
な
い

不
安
定
電
力
が
欠
点
で
あ
る
。

④
太
陽
電
池（
太
陽
光
発
電
）

　

地
上
に
降
り
注
ぐ
太
陽
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
は
、
わ
ず
か
一
時
間
分
で

人
類
が
一
年
間
に
使
う
量
で
あ

る
。
石
油･

バ
イ
オ
マ
ス･

風
水

力
に
よ
る
発
電
は
、
す
べ
て
太
陽

光
の
間
接
的
利
用
だ
が
、
直
接
利

用
す
る
の
が
太
陽
電
池
。
国
県
な

ど
の
補
助
制
度
が
数
年
前
ま
で

あ
っ
て
、
機
器
の
生
産
量･

発
電

量
は
世
界
一
だ
っ
た
が
、
現
在
は

ド
イ
ツ
が
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
政

府
は
来
年
度
予
算
の
中
で
家
庭
用

太
陽
電
池
補
助
制
度
を
復
活
し

た
。
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
十
平
方

メ
ー
ト
ル
は
、
毎
年
石
油
一
バ
レ

ル
分
に
相
当
し
、
立
派
に
石
油
の

代
替
と
な
る
の
に
、
現
在
は
風
力

発
電
の
十
分
の
一
。
設
置
費
が

二
百
数
十
万
円
か
か
る（
量
産
さ

れ
れ
ば
三
年
位
で
半
額
）出
力
四

kW
の
パ
ネ
ル
を
つ
け
れ
ば
、
そ
の

家
庭
の
電
気
代
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な

り
、
電
力
の
地
産
地
消
が
成
立
す

る
。
ス
ペ
イ
ン･

イ
タ
リ
ア･

シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
砂
漠
国
で
は
太
陽

電
池
開
発
に
本
腰
を
い
れ
る
よ
う

だ
。日
本
は
出
遅
れ
て
い
な
い
か
。

⑤
ま
と
め

　

石
油
代
替
と
し
て
、
短
期
的
に

は
原
発
と
バ
イ
オ
マ
ス
、
長
期
的

（
最
終
的
）に
は
太
陽
光
の
直
接

利
用
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

太
陽
光
だ
け
で
一
億
年
以
上
生

き
続
け
た
恐
竜
だ
が
、
私
達
人
類

は
こ
の
美
し
い
地
球
の
ま
ま
で
あ

と
何
年
生
き
残
れ
る
だ
ろ
う
か
。


